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中世日本密教資料「聖教」の Ngram 解析――作者の特定と思潮の流れの把握手段として

京都大学人文科学研究所
白眉特定准教授　ラポーガエタン

【１】資料紹介：「聖教」とはどのような資料か？

【２】方法論：N-gram 分析 について
NGRAM=テクストにおける言葉や文字の羅列
N＝言葉や文字の数　（例えば、２gram = ２単語、２文字）
聖教の場合、先行研究と仏教学におけるNGRAMの手法から、ワード単位ではなく、文字単
位のNGRAMを使用
→Corpusや複数のテクストにおいて、ngramの頻出度を比較 （単独、共通など）

【３】分析の対象：真福寺本『大師御入定記』（aka. 太神宮本地） 「入定全身像」
１４世紀成立
奇妙な弘法大師空海像の存在
真言密教と中世神道を融合した内容

現存する写本では、書写者（石山寺の光賢）が分かるが、作者不詳
歴史状況の考察によって、文観（1278～1357）という真言僧が作者である可能性

従来の当該分野での作者不詳の場合の推定方法：多数の関連テクストを読了した専門家の経験
と、関連人物の史的状況を考慮にいれた上での状況的な個別的判断に基づく

・歴史的な背景：文観の弟子（宝蓮）と『太神宮本地』の書写者（光賢）の関係
・文観は、既に『御遺告大事』（１３２７年）において、奇妙な大師像を創造するなどの実
績有
・『太神宮本地』の内容も、文観の著作と共通する

　　　　　　　　⇩
テクスト解析による経験的類推の検証

【４】データの準備：Character ngramを行う上での資料準備
① Corpusの断定：空海の著作/平安時代の真言密教テクスト/文観の著作と中世神道のテクス
ト/真言密教の基本文献/平安時代のテクストと同時代の僧侶によるテクスト

文観とは：
西大寺出身僧、１３１６年頃醍醐寺に入る
後に、真言僧として、後醍醐天皇の側近となる
後醍醐天皇と南朝のため、様々な儀礼を作り、積極的に宗教政策に関与
文観＝『大神宮本地』の作者？
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（歴史的検証によって、文観と『太神宮本地』の関係が既に推察）
②翻刻テクストのデータ化 ：異体字を正字として打ち込む。 

③元の写本において、日本語の略字が用いられている場合には、旧漢字に打ち込み直す。訓
読点 等を削除
④ 文字エンコーディングを Unicode (UTF-8) に変換
⑤ 梵字を解読して、相当する漢字に変換／或いは、Unicodeにある程度の総合性のあるフォ
ントを使う

【５】N—GRAMの分析方法
Marcus BingenheimerとJen Jou Hengによって開発された方法：もともと、中国仏教における翻
訳者の判定に使う 

Variable length ngram “変動式 ngram”

長いngramに既に含まれている短いngramの累計における重複を避けるためにの方法

Ngram 御遺告秘決 簡略本 御遺告⼤事 御遺告秘決 秘密源底⼝決
淨菩提⼼ 2 5 1 1

淨菩提⼼寶珠 0 6 1 0

菩提⼼論 1 3 0 0

菩提⼼論云 0 0 0 1

菩提 0 2 1 2

頻出 (variable length ngram)

Ngram
御遺告秘決
簡略本 御遺告⼤事 御遺告秘決 秘密源底⼝決

淨菩提⼼ 0.09881423 0.05609783 0.01385617 0.025445293

淨菩提⼼寶珠 0 0.0673174 0.01385617 0
菩提⼼論 0.04940711 0.0336587 0 0
菩提⼼論云 0 0 0 0.025445293
菩提 0 0.02243913 0.01385617 0.050890585

頻出度
頻出をテクストの文字数で割ったもの（利便性のため、x100にした）
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【６】データの可視化
IBMの「SPSSStatistics」によるComponent式グラフ
（テクストの間のそれぞれのngramの頻出度の比較によって計られたテクストの距離）  

Factor dimension reduction with a varimax rotationを使用 

［Hung, Bingenheimer, and Wiles 2010を参照］
Bingenheimer・Hungの方法論を使い、二つのグループを比較
→結果『大神宮本地』：他の真言のテクストや中世神道よりも、文観の著作に近い

最後の段階の図：
グループ①『宀一山秘記』・『宀一山秘密記』・『天照太神口決』という三つの中世神道書
グループ②：文観の著作

→『大神宮本地』：文観の著作に近い
（『天照太神口決』は、西大寺の僧侶に作成され、文観と同時代）
結果として、解析によって、歴史的考察を立証する材料を提供できると分かる

【７】他のNGRAM分析方法論とツールとTEIとの併用の可能性
Michael Radichによる中国仏教における翻訳者
従来蓋然視されてきた宗派感の見直しを客観的に提唱できる
TEIでmarkupを使用することによって、テクストの各部分の性質（例：speaking voice）を考
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慮にいれた制度の高い分析
日本の宗教学において：神道と密教の関連性の証明（従来は、垂迹などの曖昧な流れで捉え
られてきたもの）
仏教学における思想史の流れを解明
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